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使用済みゼオライト焼結固化技術の開発に資する基礎データ取得の一環として、Cs 飽和吸着ゼオライトの

熱処理に伴うポルサイトの発現条件を調査した。 
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1. 緒言 

東京電力ホールディングス福島第一原子力発電所（1F）から発生する Cs等を吸着したゼオライト（使用済

みゼオライト）に対して様々な固化処理方法が検討されている。筆者らは、焼成固化[1]の化学的安定性とガ

ラス固化の操作性を活かし、少量のガラスをバインダーとして添加する使用済みゼオライトの焼結固化技術

の開発を進めている[2]。焼成固化の優れた化学的安定性は、ポルサイト（CsAlSi2O6）の形成に起因する[1]が、

その形成挙動には不明な点が多い。そこで、ポルサイトの発現条件を把握するための基礎データ取得の一環

として、Csを飽和吸着させたゼオライトの熱処理における相状態の変化を調査した。 

2. 実験方法 

 実験に供したゼオライトは 1Fで使用している IE-96 である。Csを飽和吸着させた IE-96（IE-96Cs）を調製

し、水平差動型示差熱天秤により空気中において所定温度（500、1000、1100、1200 ℃）まで 10 ℃/minで昇

温後、炉冷する熱処理を行った。熱処理後の IE-96Cs を粉砕し、X 線回析（XRD）装置により化合物を同定

した。また、熱処理した IE-96Cs の一部をステンレス製のマウントへエポキシ樹脂で固定したのちに鏡面研

磨し、光学顕微鏡及び SEM による組織観察並びに EPMAによる元素分析に供した。 

3. 結果 

 XRD 結果を図 1 に示す。室温から 500 ℃までは IE-

96Cs 由来の回折ピークが確認されたが、1000 ℃まで加

熱すると回折ピークが消失した。その後、1100 ℃付近か

ら IE-96Cs とは異なる回折ピークが現れ始め、1200 ℃で

はポルサイトの由来の回折パターンが明確に確認され

た。このことから、IE-96Cs の熱処理においては、1100 ℃

付近からポルサイトが発現することがわかった。 
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図 1 熱処理後における IE-96Cs の XRD 結果 
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